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講義概要 (教科書 p53–58も参照)

・基本的な連続分布：

(1) 一様分布：a, b ∈ R, a < bに対して、密度関数 f(x) =

{
1

b−a
a ≤ x ≤ b

0 その他

(2) 正規分布 (ガウス分布) N(m,σ2)：m ∈ R, σ > 0に対して、密度関数

f(x) =
1√

2πσ2
e−

(x−m)2

2σ2 (x ∈ R).

(3) 指数分布：λ > 0に対して、密度関数 f(x) =

{
λe−λx x ≥ 0

0 x < 0

(4)ガンマ分布Γ(α, β)：α, β > 0に対して、密度関数 f(x) =

{
1

βαΓ(α)
xα−1e−x/β x > 0

0 x ≤ 0

補充問題

[1] 確率変数Xが次の分布に従うとき、密度関数 f(x)の平均値、分散を定義にもとづい
て求めよ。

(1) 区間 [−4, 2]上の一様分布
(2) パラメーター 1

3
の指数分布

[2] 確率変数Xが正規分布N(0, 1)に従うとき、Y = X2の密度関数を求めよ。

レポート問題４ 以下の [3],[4]の解答を、次回の授業の終わりに提出して下さい。あるい
は、619号室の入口の袋に事前に提出しても構いません。(授業に関する要望・質問等が
あれば、レポートの余白に記入して下さい。)

[3] 連続型確率変数X の分布関数が F (x) =





0 x < 1
1
8
(x− 1)3 1 ≤ x < 3

1 3 ≤ x

とする。このとき

Xの密度関数 f(x)の平均値、分散を求めよ。

[4] (1) 確率変数Xが区間 [3, 8]上の一様分布に従うとき P (X > 4)を求めよ。
(2) 確率変数Xがパラメーター 2の指数分布に従うとき、P (X ≤ a) = 1

2
をみたす実数

aを求めよ。　
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